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ヨ

四

一

シ
ヨ
シ
ユ
ウ
ブ
ツ
カ
タ
キ

諸
宗
偽
閣
記
十
二

加
。
石
川
郡
宮
腰
の
人
的
屋
奥
三
右
衛
門
が
、
数
十

年
を
質
し
て
諾
闘
の
有
名
な
る
仰
聞
に
説
い
て
、
本

願
人
・住
持
隠
代
・寺
蹴
・
山川
田
・
院
観
等
を
冊
目
集
め
た

も
の
。
馬
淵
高
定
の
宮
腰
町
務
行
の
頃
の
も
の
だ
か

ら
、
資
永
乃
至
享
保
と
せ
ら
れ
る
。

シ
ヨ
シ
ョ
ウ
バ
ナ
シ

諸
持
地

一
郎
。
究
保
一
一一

年
町
村
紫
桐
箸
。
織
・
間
・
徳
三
家
及
び
前
田
利
畏

利
治
・光
一
一
品
に
闘
す
る
説
話
を
紋
せ
て
あ
る
。

シ
ヨ
シ
ョ
ウ
フ
詩
除
小
譜

ニ
加
。
致
堂
横
山

孝
諭
〔
政
学
)
の
詩
集
で
、
そ
の
男
政
和
が
明
治
十
二

伊
惣
{
寸
が
多
〈
、
河
内
守
・
丹
後
守
も
あ
り
、
他
の

奥
村
氏
は
僅
か
に
一
人
の
丹
波
守
を
出
し
た
。

シ
ヨ
ジ
ヤ
ヲ
ソ
ウ
サ
ク
キ

書
籍
佃目
玉
軍
記
一
般
。

点
卒
元
年
か
ら
三
年
に
来
る
聞
に
、
油
田
太
郎
兵
術

が
前

m綱
紀
の
命
を
奉
じ
、
京
都
に
滞
在
し
て
、
堂

上
方
の
記
録
を
授
畳
一
報
告
し
た
目
録
で
あ
る。

シ
ヨ
シ
ヤ

7
ギ
ヨ
ウ

書
寓
奉
行

費
永
五
年
五

且
晦
日
初
め
て
有
樗
漏
三
郎

・
能
…
内
菰
助
二
人
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
従
来
都
潟
方
の
御
用
は
御
裂
物
奉
行
が

勤
め
て
来
た
の
で
あ
る
の
を
分
け
た
の
で
あ
る
。
亭

係
十
一
年
二
人
は
御
書
物
翠
行
に
純
じ
て
之
を
品
川

ね
、
十
三
年
御
書
物
奉
行
大
地
新
八
郎
、
十
九
年
間

品川
村
新
右
衛
門
、
元
文
三
年
同
迂
膝
四
郎
右
衛
門
、

健
闘
間
四
年
岡
山
則
七
左
衛
門
、
六
年
間

m
m十
郎
右
衛

門
・
岡
山
本
宗
助
が
蹴
び
に
之
を
魚
ね
、
爾
後
御
用
日

物
奉
行
一
統
の
鍛
般
に
な
っ
た
。

シ
ヨ
シ
ヤ
ヤ
空

書
寝
役

J
Y
ヨ
そ
ツ
ヤ
ク

起
物
役
。

シ
ヨ
シ
ユ
ウ
h
F
イ
テ
ン
ジ
カ
キ
ア
ゲ
チ
ョ
ウ

諸

宗
退個師
寺
番
上
帳
一
加
。
元
秘
十
年
に
従
来
領
内

に
於
け
る
諸
宗
寺
院
の
断
絶
し
た
由
来
を
密
上
げ
し

め
た
も
の
で
あ
る
。

諸
大
夫

』
ジ
ヨ

シ
ヤ
ク

ジ
ヨ
テ
ツ
カ
デ
ン
シ
ヨ
如
銭
家
傷
害

〆
カ
デ
y

y

ヨ
脇
凶
家
偲
態
。

ジ
ヨ
テ
ン
徐
天

l
v

カ
Y

シ
ツ
ジ
ヨ
テ
ソ

闘

室
徐
天
。

シ
ヨ
パ

諸
場
猫
立
し
た
滞
の
公
耐
を
い
山
の

で
、
公
車
場
・御
筑
一
周
刑
制
・御
山
官
制
制
台
所
・術
作
郡
所
・

御
細
工
所
・曾
腕
・刑
揚
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

ジ
ヨ
.ハ
ッ
シ
ュ
ウ
序
政
集
九
十
六
容
。
前
回

綱
紀
が
漢
籍
の
序
訟
を
関
し
て
之
に
削
鈷
を
附
せ
し

め
、
以
て
尽
者
の
閲
間
四
に
似
じ
た
も
の
。
一
躍
の
泌

締
僻
組
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

シ
ヨ
プ
ツ
ネ
ダ
ン
コ
ウ

諸
物
直
段
考
一
加
。

写
保
三
年
有
海
武
貞
若
。
夫
米
夫
銀
考
盟
諸
役
考
・

出
銀
考
・大
工
日
履
等
一
日
の
膝
手
間
考
・下
々
奉
公

人
給
米
給
銀
考

・
足
偶
切
米
之
考

・
女
奉
公
人
給
銀

考
・諾
細
工
人
扶
持
切
米
考
・
山
凋
牛
考
・
問
料
考
の
各

項
が
縦
せ
ら
れ
る
。

シ
ヨ
プ
ツ
ル
イ
サ
ン
廃
物
類
纂
前
旧
制
紀
が

本
草
網
目
の
辿
耐
を
補
は
ん
が
錦
、
元
政
の
初
か
ら

酒
宣
義
に
命
じ
て
作
ら
し
め
た
所
で
、
出
初
の
輸
出
定

は
誌
名
の
も
の
一
千
袋
、
和
名
の
も
の
一
千
容
を
編

す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
宣
訟
は
牢
途
に
し
て
正
徳
抗

年
に
明
日
し
た
。
滞
乃
ち
写
保
四
年
九
且
そ
の
脱
稿
し

た
三
百
六
十
二
審
九
額
一
千
百
入
十
除
問
問
を
脱
お
し

て
幕
府
に
上
り
、
次
い
で
宣
義
の
門
人
滞
剛
山
内
山
党

仲
等
に
命
じ
、
残
依
の
稿
を
綴
綴
せ
し
め
た
が
、
九

年
綱
紀
も
亦
苑
じ
て
事
業
を
陵
し
た
。
是
に
於
い
て

府
軍
徳
川
吉
宗
は
そ
の
大
成
を
採
り
、
十
七
年
賀
義

の
門
人
で
あ
っ
た
務
瞥
丹
羽
正
伯
に
補
修
を
命
じ
、

十
九
年
姪
仲
及
び
震
訟
の
子
学
奥
を
江
戸
に
召
し
て

年
に
集
め
た
も
の
。
致
堂
叫
町
議

・
致
堂
治
制
外
編
の

補
地
で
あ
る
。

シ
ヨ
ダ
イ
プ

L叙
キ fl:l。

之
を
助
け
し
め
、
元
文
三
年
に
至
っ
て
新
た
に
六
百
一

シ
ヨ
モ
ッ
プ
ギ
ヨ
ウ

書
物
奉
行

御
容
物
奉
行

三
十
入
容
を
加
へ

、
正
編
一
千
袋
二
十
六
額
二
千
二

一
の
始
は
明
ら
か
で
な
い
。
高
同
盟
庖
・
小
瀬
市
庖
搭

百
十
四
純
の
杷
縦
を
完
成
す
る
こ
と
を
得
た
。
一
知
一元
閥
・
湯
浅
道
奥
・小
限
惣
左
衛
門
容
が
正
保
以
来

シ
ヨ
ホ
ウ
オ
ド
ゾ
ウ
プ
ギ
ヨ
ウ

諸
方
御
土
蔵
奉

一
寛
文
初
年
頃
に
勤
め
た
こ
と
が
見
え
る
か
ら
、
寛
永

行

以
の
初
は
持
か
で
な
い
が
、
寛
文
年
中
富
岡
田
湘

一
年
中
か
ら
あ
っ
た
も
の
ら
し
い
。
延
冊
以
年
出
に
芸
つ

兵
衛
・
原
八
郎
右
衛
門
・
千
秋
太
郎
左
衛
門
・
誠
弁
五
一
て
、
西
坂
猪
之
助
・
不
破
小
左
術
門
・
部
術
指
助
・山

郎
左
衛
門
・
後
際
孫
右
術
門
が
勤
め
、
延
貧
四
年
に

一
下
士
口
左
衛
門
・
寺
西
叉
入
に
小
限
惣
左
衛
門
を
加
へ

は
向
賂
荒
左
術
門
・丹
羽
次
郎
兵
衛
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

一
て
六
人
在
役
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
兵
の
後

元
称
初
年
ま
で
は
=
一
人
或
は
四
人
の
こ
と
も
あ
っ
た
一
五
人
で
勤
め
‘
天
明
七
年
以
来
初
の
巡
り
六
人
と
な

が
、
開μ
永
年
間
以
後
は
商
人
充
勤
務
す
る
こ
と
に
な
一
り
辿
納
し
た
。

っ
た
。
↓
Y

ヨ

ホ

ウ

シ

ヨ

諸

方

問

。

一

シ
ヨ
モ
ツ
ヤ
空

審
物
投

御
嘗
物
役
は
古
〈
御

シ
ヨ
ホ
ウ
シ
ヨ

諸
方
所

滞
士
等
の
諸
上
納
金
、
一
審
物
書
潟
役
と
い
ひ
、
後
悦
は
醤
馬
役
と
い
う
た
。

町
人
の
密
梁
に
射
す
る
冥
加
銀

・
法
上
卸
等
を
牧
納
一
珍
籍
奇
告
を
膝
開
閉
す
る
こ
と
を
判
事
る
。
寛
文
六
年
諾

す
る
金
郎
を
緒
方
御
土
磁
と
い
ひ
、
緒
方
所
で
そ
の

一
士
の
子
弟
有
四
伸
文
助
・寺
西
助
右
術
門
・長
井
健
左
衛

都
拐
を
取
扱
う
た
。
諸
方
所
の
キ
任
は
印
ち
諸
方
御
一
門
・
毛
利
久
右
衛
門
・
和
角
兵
助
等
新
た
に
命
ぜ
ら

士
山
師
翠
行
で
あ
る
。

一
れ
、
各
切
米
三
十
俄
・六
人
扶
持
を
協
は
っ
て
組
外

ジ
ヨ
ホ
ン
如
本

J
タ
チ
ヤ
ジ
ヨ
ホ
ン
館
屋
一
に
斑
L
、
延
資
蕊
年
に
は

山
本
源
右
衛
門
・
商
坂
田
閣

如
本
。

一
左
衛
門
街
役
と
な
り
、
五
十
依
を
賜
う
て
歩
組
に
斑

シ
ヨ
ム
キ
ゴ
エ
ユ
ウ
ヨ
ウ
カ
生
ト
リ
チ
ョ
ウ
リ
カ

一
し
た
。
前
後
新
た
に
召
出
さ
れ
、
或
は
他
役
か
ら
持

主
ゴ
ヨ
ウ

諸
向
御
入
用
方
取
調
理
方
御
用

御
馬
一
じ
て
辿
納
し
た
o
m日
間
潜
行
に
邸
す
る
。

廻
印
刷
並
び
に
御
邸
周
場
開
中
行
か
ら
之
を
勤
め
た
o
文
一

ジ
ヨ
ヤ

除
夜

滞
政
時
代
で
は
除
夜
を
大
年
と

政
四
年
五
且
十
九
日
御
馬
廻
航
笠
耐
源
太
左
衛
門
以
一

い
う
て
、
閣
僚
を
諮
じ
、
前
茶
を
汲
み
、
務
自
官
を
食

信
・
一
木
説
角
移
忠
の
外
に
、
御
邸
周
場
奉
行
誠
一
回
一
う
た
。
大
門
・式
盟
問
は
鼓
末
の
来
客
が
あ
る
震
に
、

誠
雌
自
久
・
明
孫
左
術
門
誌
勝
・
大
地
縫
防
左
衛
門
文
一
夜
牢
ま
で
明
け
政
た
れ
た
o
厄
捌
ひ
の
修
験
者
が
タ

箆
・山
崎
削
除
澱
侃
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
始
で
あ
h
、
一
刻
か
ら
来
る
こ
と
は
節
分
に
同
じ
い
o
子
の
刻
に
各

問
抗
年
抗
月
八
日
文
御
紡
手
方
御
用
か
ら
鍛
柿
を
命

一
寺
院
で
は
百
入
聾
の
先
鏑
そ
鳴
ら
し
た
が
、
繭
本
願

ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
役
所
は
御
符
合
方
役
所
と
も
い

一
寺
別
院
で
は
太
鼓
を
打
ち
、
他
の
録
宗
寺
院
で
は
何

ひ
、
滞
の
牧
支
符
合
に
関
す
る
調
査
に
従
う
た
も
の
一
も
鳴
ら
さ
な
か
っ
た
。

と

見

え

る

。

一

シ
ヨ
ヤ
h
y
ゼ
ン
ロ
ヲ

諸
役
前
録

一

名

諸
役
系

シ
ヨ
モ
ツ
ザ
イ
カ
h
y
-
-
ン

書
物
才
田町
人

延期凶
・
一
問
。
加
賀
滞
平
士
の
諮
問
拙
務
の
補
任
記
録
で
あ
る
。

天
利
・
貞
享
の
頃
、
附
削
綱
紀
が
市
町
符
十
一
担
架
せ

L
一
一肌分
詩
役
前
録
及
び
平
士
諾
役
前
録
に
分
か
た
れ

め
る
が
詩
、
他
闘
に
越
は
し
た
役
人
で
.
融
問
太
郎

一
る
。
平
士
諾
役
前
録
は
平
士
定
役
前
飯
と
も
い

ふ。

兵

衛

な

ど

が

之

を

勤

め

て

ゐ

た

。

前

鍛

は

此

等

の

各

役

を

類

提

し

‘
各
姓
名
舜
命
の
年


